
第 43 回インナーゼミナール大会 

研究計画書 

ゼミ名 永廣ゼミⅡ チーム名 Brother 

タイトル くまモンってなにモン？ 

テーマ群 ｇ)その他 

メンバー 旭理生・奥本有希・金岡健太・河合由梨・小林美穂・玉井寛之・ 

寺内健太・永江和久・福本卓真・四井真広・鷲野加奈 

研究計画内容  ゆるキャラはここ数年、全国区になった言葉です。現在、くまモンをはじ

めとする人気のゆるキャラは日本経済にも影響を与えるほどの存在になり、

テレビ番組やイベント、CM に引っ張りだことなっています。このように大

きな影響力を持ち始めたゆるキャラに関して、私たちは興味を持ちました。

特に熊本県のゆるキャラであるくまモンは、人気の高さは 1 番であると言え

るでしょう。そして、発表ではこのくまモンを中心に調べていきます。 

 

 発表としては、まずはゆるキャラの説明からはじめたいと思います。ゆる

キャラの誕生からここに至るまでの経緯についてみていきます。ゆるキャラ

が一般に広まったのは、みうらじゅん氏がゆるキャラという概念と名前を作

ったことが最初と言われています。また、みうら氏は、ゆるキャラ 3 か条を

作り、基本概念を作成しました。それらによると、１．郷土愛に満ち溢れた

強いメッセージ性があること。２．立ち振る舞いが不安定かつユニークであ

ること。３．愛すべきゆるさを持ち合わせていること。と言われています。 

 

 このようなゆるキャラの概念も踏まえながら、くまモンがどのようにして

成功に至ったのか、他のゆるキャラとは何が違ったのかについて、またどの

ようなゆるキャラを考えていけばいいか、官公庁のゆるキャラに絞って比較

対照しながら考えていきます。 

 

 また、官公庁のゆるキャラにフォーカスを当てていくのですが、官公庁の

ゆるキャラには多くのコストがかかっており、そこには税金が使われていま

す。そこで、ゆるキャラをどうしていけばいいのかを私たちの班では提案し

ていきたいと思います。私たちのゆるい発表をぜひ聞いてください。 


